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スルーリング工法 

スルーリング工法とは・・・ 
管水路は年々老朽化が進み、修繕及び再構築の必要性が高まっている。 

特に内部腐食、クラック、接合部からの漏水、湧水等の多くの問題を抱えている。 

スルーリング工法は、このような多くの問題を抱え、老朽化した管水路を非開削で更生する技術である。 

スルーリング工法の特徴 

1 国内で開発された技術であり、安定した品質の材料、施工の提供ができる。 

スルーリング工法の使用目的 
老朽管水路の機能回復 

適用範囲 

管　　種 

管　　径 φ75～φ2500mm

施工延長 標準 300m　最大 800m

内　　圧 使用圧力 0.5MPa　設計圧力 1.0MPa

外 水 圧 10m水頭（0.1MPa） 
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2 非開削で老朽管水路の機能回復・耐用年数の向上・補強ができる。 

3 目的・条件により構造設計を行い、目的に応じた老朽管水路の更生ができる。 

4 老朽管水路の問題点（腐食、クラック、漏水、湧水）を完全に解決できる。 

5 特殊施工（大径管、内圧管、曲がり及び急勾配管、等）ができる。 

引張試験 曲げ試験 

施工状況 

管水路の耐用年数の向上 耐久性の向上 流下能力の向上 

技術の概要 

　スルーリング工法は、プラスチック繊維の管状樹脂吸着材の外表面をプラ

スチックフィルムで覆い、液状の熱硬化性樹脂を含浸させた更生材を老朽

化した管水路内に反転挿入し、管水路を非開削で更生する技術である。 

　水頭圧と空気圧の作用で更生材を管水路内に反転挿入した後、

温水で加熱することにより更生材を硬化させ、管水路内にプラス

チックパイプを形成する。 

　また、内圧に対しては、管状樹脂吸着材にガラス繊維やホース

ジャケットを複合させ、内面フィルムをポリエチレンフィルムと

することで、より耐久性を向上させている。 
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上水道、農・工業用水パイプライン更生 

鉄筋コンクリート管、陶管、鋼管、塩化ビニル管、鋳鉄管、上水道管など 








